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公益社団法人福岡県畜産協会
福岡市博多区千代 4丁目 1 番 27 号
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令和３年度 定時総会議案

第 1 号議案   令和２年度事業報告及び決算承認に関する件

第 2 号議案   役員の補選に関する件



総 会 に 対 す る 会 長 の 提 出 書

公益社団法人福岡県畜産協会定款第 12条の規定に基づき令和 2 年 4 月 1 日から令和 3

年 3 月 31 日までの事業報告及び貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録の承認に関

する件及び役員の選任に関する件を別紙のとおり提出します。

令和 3 年 6月 7 日

                       公益社団法人福岡県畜産協会

                        会 長   藏 内 勇 夫



第１号議案

令和２年度事業報告及び決算承認に関する件



令和２年度事業報告

１ 概 要

令和２年の年明けに発生した COVID-19（新型コロナウイルス感染症）により、過去最大

規模に達していたＧＤＰがマイナス成長となり、雇用や所得環境も落ち込むなど、令和２年

度の我が国の経済・社会は大きな打撃をうけた年となりました。

このような中、国は令和２年３月に新たな「食料・農業・農村基本計画」の策定や、「酪農

及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」、「家畜改良増殖目標」の見直しなどを行い、

令和２年度は今後の我が国畜産業の目指すべき展開方向が示された年でもありました。中で

も、新しい動きとして、我が国の貴重な遺伝資源である和牛の海外流出を制限する体制の確

立や、ポストコロナを見据えた畜産物の輸出拡大実行戦略の策定など、メイドインジャパン

を全世界に向けて発信する施策が畜産関係者に期待されています。

畜産を巡る情勢についても、令和２年は各畜種とも COVID-19 の影響を受けた年になりま

した。年初から COVID-19 の感染拡大に伴う学校の休校や緊急事態宣言以降の業務用需要の

減少、あるいはインバウンド需要の消失などで、畜産物需給のバランスが崩れて、生乳は乳製

品への仕向け先変更を余儀なくされ、牛肉・鶏卵・素牛などの畜産物価格は大幅下落するなど

の大きな影響が出ました。一方で、新しい生活様式への変化による「巣ごもり需要」により、

バターや豚肉・鶏肉等は家庭内消費が増加するといった動きも見られました。

COVID-19 の影響を緩和するため、国は生乳の需給安定や肉用牛の経営安定などの緊急対

策を講じ、その結果、１回目の緊急事態宣言が解除され経済活動が再開された令和２年の夏

以降は、畜産物の需給や価格は徐々に回復し、年末にはほぼ発生前の水準にまで戻りました。

家畜衛生の関係では、令和２年は 11月初旬に香川県で発生した高病原性鳥インフルエンザ

が、西日本を中心に続発し、11 月 25日にはついに本県宗像市で初の感染が確認されました。

県や市町村、関係団体の迅速な対応により、12 月 20 日には移動制限区域も解除され本県で

は終息しましたが、その後も全国的には感染拡大は止まるところを知らず、過去最大の発生

件数となり、鶏卵や鶏肉の需給にも影響が出ました。

また、豚については CSF（豚熱）が、野生のイノシシを介して感染が拡大しており、イノ

シシに対する経口ワクチン投与や発生県を中心としたワクチン接種が行われていますが、未

だ感染拡大が続いています。

このような中、当協会は国・県・中央団体の各種補助事業及び受託事業に積極的に取り組む

とともに、会員並びに関係機関、団体の協力を得ながら経営診断などによる畜産経営及び生

産技術の支援・指導、畜産経営安定対策、家畜自衛防疫等の推進、安全・安心な畜産物の供給

など、本県の畜産振興に努めました。



２ 事業の推進

Ⅰ 会 議

1 監事監査（令和 2 年 5 月 27 日（水） 福岡県自治会館 102 会議室）

2 第 1 回理事会（令和 2 年 6 月 3 日（水） 博多サンヒルズホテル 扇寿の間）

（1）令和元年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の選任に関する件

（3）家畜防疫互助基金支援事業業務規程の一部改正に関する件

（4）肉用牛肥育経営安定交付金制度業務方法書の一部改正に関する件

（5）肉用子牛生産者補給金制度の第 6 業務対象年間終了に伴う生産者積立準備金の返

還に関する件

（6）令和 2 年度定時総会の日程承認に関する件

3 定時総会（令和 2 年 6 月 26 日（金） 福岡県自治会館 101 会議室）

（1）令和元年度事業報告及び決算承認に関する件

（2）役員の選任に関する件

4 第 2 回理事会（令和 2 年 6 月 26 日（金） 福岡県自治会館 102 会議室）

（1）会長、副会長及び専務理事の選任に関する件

5 第 1 回臨時総会（令和 2 年 8 月 7 日（金） 書面による理事会）

（1）役員の補選に関する件

6 第 3 回理事会（令和 2 年 9 月 29 日（火） 書面による理事会）

（1）公益社団法人福岡県畜産協会肉用牛肥育経営安定制度業務方法書の一部改正に関

する件

7 第 4 回理事会（令和 3 年 3 月 5 日（金） 書面による理事会）

（1）令和 2 年度補正予算書に関する件

（2）令和 3 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に関す

る件

（3）役員退任慰労金（副会長）に関する件

  （4）令和 3 年度予防接種事業に係る手数料の改定に関する件



  （5）家畜畜産物衛生指導事業業務方法書第 11 条に基づく指定獣医師の委嘱に関する件

（6）肉用子牛生産者補給金制度における事務委託先の追加に関する件

（7）福岡県畜産協会職員給与規程並びに処務規程の一部改正に関する件

（8）役員退任慰労金（非常勤理事）に関する件

  （9）令和 2 年度臨時総会に関する件

8 第 2 回臨時総会 （令和 3 年 3 月 25 日（木） 書面による理事会）

（1）令和 2 年度補正予算書に関する件

（2）令和 3 年度事業計画書及び収支予算書並びに会費の賦課及び徴収時期承認に関す

る件

（3）役員退任慰労金（副会長）に関する件



Ⅱ 事業の実施

ⅰ 国等の補助事業を通じて、畜産経営の安定と国民生活に不可欠な畜産物の安定

供給に資する事業

１ 肉用子牛生産者補給金制度（農畜産業振興機構）

牛肉の輸入自由化に適切に対処して、国内における肉用牛生産の存立を確保するために

は、牛肉資源の再生産の役割を担う肉用牛繁殖経営の安定化を図ることが必要である。

そのため、肉用子牛価格の異常低落時、肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下回

った場合に肉用子牛の生産者に対して補給金を交付するが、今年度は発動がなかったこと

から交付実績はなかった。

生産者補給金の交付実績

人数
（人）

頭数
（頭）

単価
（円／頭）

交付金額
（円）

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 - - - -

その他肉専用種 - - - -

乳用種 - - - -

交雑種 - - - -

合計 0 0 0 0

黒毛和種 0 0 0 0

その他肉専用種 0 0 0 0

乳用種 0 0 0 0

交雑種 0 0 0 0

合計 0 0 0 0

令和２年度
合計

区分 品種区分
交付対象 補給金

令和元年度
第4四半期

令和２年度
第1四半期

令和２年度
第2四半期

令和２年度
第3四半期



生産者積立金造成内訳

生産者 県 機構

1/1～3/31
継続

19 1,200 22,800 5,700

1/1～3/31
新規

40 1,200 48,000 12,000

4/1～12/31

新規

計 390 － 600,400 150,100 150,100 300,200

1/1～3/31
継続

0 12,400 0 0

1/1～3/31
新規

0 12,400 0 0

4/1～12/31

新規

計 0 － 0 0 0 0

1/1～3/31
継続

0 6,400 0 0

1/1～3/31
新規

165 6,400 1,056,000 264,000

4/1～12/31

新規

計 418 － 2,776,400 694,100 694,100 1,388,200

1/1～3/31
継続

159 2,400 381,600 95,400

1/1～3/31
新規

37 2,400 88,800 22,200

4/1～12/31

新規

計 797 － 2,393,600 598,400 598,400 1,196,800

1/1～3/31
継続

178 － 1,597,200 399,300

1/1～3/31
新規

242

4/1～
12/31
新規

1,185 － 4,173,200 1,043,300

計 1,605 － 5,770,400 1,442,600 1,442,600 2,885,200

132,400

0

6,800 1,720,400

3,200 1,923,200

430,100

480,800

331 1,600 529,600

18,800 0

（単位：頭、円）

その他
肉専用種

乳用種

交雑種

合計

負担区分
品種区分 区分 契約頭数 積立単価 積立所要額

黒毛和種

0

253

601

※1/1～3/31までは新規･継続があり（第6業務対象年間）、4/1からは新規のみ（第7業

務対象年間）となっている。

※積立単価は4/1から変更されている（第7業務対象年間）。



（1）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業（農畜産業振興機構）

   （決算額：3,563,916円）

本制度の適正かつ円滑な実施体制の確保を図るとともに、補給金の交付事務が的確に

推進されるように努めた。事務委託先及び生産者に対する調査・指導及び新統一電算シ

ステムによる的確かつ迅速な事務処理の推進に努めた。

（2）指定協会運営体制支援事業（農畜産業振興機構）   （決算額：7,980,000円）

指定協会の運営は運営特別基金の果実をもとに、その運営にあたってきたところであ

るが、基金を造成した当時に比べ市中金利の低下により運用益が著しく減少し、厳しい

財政状況にあることから、本事業の支援により運営体制の強化を図った。

２ 肉用牛経営安定対策補完事業（農畜産業振興機構）  （決算額：4,714,138 円）

肉用牛生産は小規模・高齢者層などの離農により、生産基盤が脆弱化しているため、中

核的担い手が優良繁殖雌牛を増頭するなど、今後の肉用牛生産基盤の安定を図る取り組み

に対し補助し、もって肉用牛生産の振興に努めた。

３ 優良肉用子牛生産推進緊急対策事業（農畜産業振興機構）（決算額：542,945円）

新型コロナウイルス感染症の影響により肉用子牛の価格が急落する中、肉用子牛生産者の生

産意欲を維持し、肉用牛の生産基盤の弱体化を防ぐため、全国平均価格が発動基準を下回った

場合に、経営の改善に資する取組を行う肉用子牛生産者に対し、販売頭数に応じた奨励金を交

付するが、発動がなかったことから交付実績はなかった。

（単位：円）
区　　　　分 補助金 備　　　　　　　考

中核的担い手育成増頭推進 3,300,000
事業参加4集団（うち奨励金交付3集団）
奨励金交付対象頭数　37頭

優良繁殖雌牛導入支援 100,000
事業参加1集団（うち奨励金交付1集団）
奨励金交付対象頭数　2頭

合　　　　計 3,400,000



４ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業のうち生産基盤拡大加速化事業(肉用

牛)に係る業務委託事業（全国肉用牛振興基金協会） (決算額：753,100円)

輸出の拡大に向けて和牛の増産を推進するため、畜産クラスター計画に基づき、優良な繁殖

雌牛を増頭し、輸出に適した和牛の増産を行った畜産クラスター協議会に対して支援を行った。

５ 肉用牛肥育経営安定交付金制度委託業務（農畜産業振興機構）     

（決算額：8,177,000円）

畜産経営の安定に関する法律第3条1項の規定に基づき、標準的販売価格が標準的生産費

を下回った場合に、肉用牛の生産者に対し、経営に及ぼす影響の緩和を図るため、農畜産

業振興機構から交付された交付金の交付及び契約生産者負担金をもって造成した肥育安定

基金から肥育牛補塡金の交付を行った。

交付金及び肥育牛補塡金交付実績

人数

（人）

頭数

（頭）

単価

（円／頭）

交付額

（円）

交付金 - 1,059,000

肥育牛補塡金 - 353,000

交付額計 4,000.0 1,412,000

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 429,000

肥育牛補塡金 - 143,000

交付額計 4,000.0 572,000

交付金 - 1,488,000

肥育牛補塡金 - 496,000

交付額計 - 1,984,000

交付金 - 32,065,581

肥育牛補塡金 - 10,688,547

交付額計 112,215.6 42,754,128

交付金 - 3,545,889

肥育牛補塡金 - 1,181,975

交付額計 24,121.8 4,727,864

交付金 - 4,865,749

肥育牛補塡金 - 1,621,918

交付額計 39,319.2 6,487,667

交付金 - 40,477,219

肥育牛補塡金 - 13,492,440

交付額計 - 53,969,659

62 742

2月期

肉専用種 37 381

交雑種 19 196

乳用種 6 165

計

肥育牛補塡金

令和元年度

1月期

肉専用種 39 353

交雑種 0 0

乳用種 6 143

計 45 496

区分 品種区分

交付対象者



交付金 - 48,855,096

肥育牛補塡金 - 16,285,054

交付額計 185,584.5 65,140,150

交付金 - 18,732,842

肥育牛補塡金 - 6,244,289

交付額計 116,715.6 24,977,131

交付金 - 6,956,715

肥育牛補塡金 - 2,318,908

交付額計 54,562.5 9,275,623

交付金 - 74,544,653

肥育牛補塡金 - 24,848,251

交付額計 - 99,392,904

交付金 - 92,812,331

肥育牛補塡金 - 30,937,462

交付額計 248,493.6 123,749,793

交付金 - 24,219,261

肥育牛補塡金 - 8,073,093

交付額計 148,130.1 32,292,354

交付金 - 6,765,823

肥育牛補塡金 - 2,255,277

交付額計 52,145.1 9,021,100

交付金 - 123,797,415

肥育牛補塡金 - 41,265,832

交付額計 - 165,063,247

交付金 - 67,219,020

肥育牛補塡金 - 22,406,357

交付額計 229,808.7 89,625,377

交付金 - 23,468,346

肥育牛補塡金 - 7,822,790

交付額計 146,220.3 31,291,136

交付金 - 5,912,559

肥育牛補塡金 - 1,970,857

交付額計 46,925.1 7,883,416

交付金 - 96,599,925

肥育牛補塡金 - 32,200,004

交付額計 - 128,799,929

交付金 - 75,606,701

肥育牛補塡金 - 25,202,254

交付額計 222,046.2 100,808,955

交付金 - 31,989,521

肥育牛補塡金 - 10,663,183

交付額計 190,413.9 42,652,704

交付金 - 6,346,411

肥育牛補塡金 - 2,115,473

交付額計 48,078.9 8,461,884

交付金 - 113,942,633

肥育牛補塡金 - 37,980,910

交付額計 - 151,923,543

計 67 854

772

計 68 889

6月期

肉専用種 43 454

交雑種 18 224

乳用種 6 176

5月期

肉専用種 35 390

交雑種 17 214

令和2年度
4月期

肉専用種 45 498

交雑種 17 218

乳用種 6 173

乳用種 6 168

計 58

3月期

肉専用種 39 351

交雑種 18 214

乳用種 6 170

計 63 735



交付金 - 80,350,509

肥育牛補塡金 - 26,783,526

交付額計 186,644.7 107,134,035

交付金 - 36,257,955

肥育牛補塡金 - 12,085,992

交付額計 180,387.9 48,343,947

交付金 - 4,742,285

肥育牛補塡金 - 1,580,766

交付額計 39,031.2 6,323,051

交付金 - 121,350,749

肥育牛補塡金 - 40,450,284

交付額計 - 161,801,033

交付金 - 65,855,215

肥育牛補塡金 - 21,951,758

交付額計 179,564.4 87,806,973

交付金 - 23,191,079

肥育牛補塡金 - 7,730,369

交付額計 153,076.5 30,921,448

交付金 - 6,271,437

肥育牛補塡金 - 2,090,482

交付額計 51,616.8 8,361,919

交付金 - 95,317,731

肥育牛補塡金 - 31,772,609

交付額計 - 127,090,340

交付金 - 54,426,595

肥育牛補塡金 - 18,142,216

交付額計 172,372.5 72,568,811

交付金 - 24,461,245

肥育牛補塡金 - 8,153,757

交付額計 163,894.5 32,615,002

交付金 - 5,175,280

肥育牛補塡金 - 1,725,098

交付額計 39,206.7 6,900,378

交付金 - 84,063,120

肥育牛補塡金 - 28,021,071

交付額計 - 112,084,191

交付金 - 34,806,794

肥育牛補塡金 - 11,602,284

交付額計 83,469.6 46,409,078

交付金 - 22,776,886

肥育牛補塡金 - 7,592,306

交付額計 131,468.4 30,369,192

交付金 - 6,293,390

肥育牛補塡金 - 2,097,801

交付額計 37,969.2 8,391,191

交付金 - 63,877,070

肥育牛補塡金 - 21,292,391

交付額計 - 85,169,461

221

計 72 1,008

6 176

計 66 796

計 66 853

10月期

肉専用種 44 556

交雑種 21 231

乳用種 7

計 71 1,004

9月期

肉専用種 43 421

交雑種 17 199

8月期

肉専用種 41 489

交雑種 19 202

乳用種 6 162

乳用種

7月期

肉専用種 47 574

交雑種 17 268

乳用種 7 162



交付金 - 779,981

肥育牛補塡金 - 260,015

交付額計 1,460.7 1,039,996

交付金 - 16,845,337

肥育牛補塡金 - 5,615,121

交付額計 79,365.6 22,460,458

交付金 - 6,522,738

肥育牛補塡金 - 2,174,250

交付額計 38,144.7 8,696,988

交付金 - 24,148,056

肥育牛補塡金 - 8,049,386

交付額計 - 32,197,442

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 6,006,995

肥育牛補塡金 - 2,002,342

交付額計 29,124.9 8,009,337

交付金 - 5,993,328

肥育牛補塡金 - 1,997,780

交付額計 38,791.8 7,991,108

交付金 - 12,000,323

肥育牛補塡金 - 4,000,122

交付額計 - 16,000,445

交付金 - 0

肥育牛補塡金 - 0

交付額計 0.0 0

交付金 - 2,445,065

肥育牛補塡金 - 815,034

交付額計 19,405.4 3,260,099

交付金 - 4,585,255

肥育牛補塡金 - 1,528,422

交付額計 39,958.7 6,113,677

交付金 - 7,030,320

肥育牛補塡金 - 2,343,456

交付額計 - 9,373,776

交付金 - 553,836,823

肥育牛補塡金 - 184,612,473

交付額計 - 738,449,296

交付金 - 233,940,421

肥育牛補塡金 - 77,980,251

交付額計 - 311,920,672

交付金 - 70,859,970

肥育牛補塡金 - 23,620,032

交付額計 - 94,480,002

交付金 - 858,637,214

肥育牛補塡金 - 286,212,756

交付額計 - 1,144,849,970

肉専用種

153

27 481

計 765 10,174

合計

肉専用種 460 5,179

交雑種 220 2,692

乳用種 85 2,303

1月期

肉専用種 0 0

交雑種 19 168

12月期

計 26 321

計

乳用種 8 228

計 74 1,223

0 0

交雑種 19 275

乳用種 8 206

乳用種 7

11月期

肉専用種 47 712

交雑種 19 283



６ 肥育牛経営等緊急支援特別対策事業（肥育生産支援事業）に係る都道府県段階

事業推進業務（中央畜産会）    （決算額：2,728,000円）

新型コロナウイルス感染症の影響により、インバウンド需要を含む外食需要が減少し、

牛肉価格が下落しており、肉用牛肥育経営体の経営が悪化している。

このため、中央畜産会からの委託を受け、優良な肥育牛生産など経営体質の強化への取

組に対し、奨励金の交付代行等を行った。

肥育生産支援事業交付実績

頭数 4,476

交付単価 20,000

金額 89,520,000

頭数 2,054

交付単価 20,000

金額 41,080,000

頭数 1,652

交付単価 20,000

金額 33,040,000

頭数 393

交付単価 20,000

金額 7,860,000

事業参加者 144

頭数 8,575

金額 171,500,000

合計

マ

ル

キ
ン

対

象

牛

マルキン対象

牛以外

肉専用種

交雑種

乳用種

７ 肉豚経営安定交付金制度に係る連絡調整等受託業務（農畜産業振興機構）

（決算額：275,542円）

農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度は、肉豚の標準的販売価格が標準

的生産費を下回った場合に、肉豚の生産者に対して、その差額の9割を交付するものである。

肉豚の経営安定を図る事業を生産者に周知するとともに、適正かつ円滑な事業実施のため

に農畜産業振興機構と連絡調整を図った。

〇事業説明会の開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止し、資料の送付及び電話での質疑

応答に代えた。

８ 蜜源及び花粉交配実態調査事業（県）              （決算額：179,300円）

蜜蜂の転飼の円滑な推進と養蜂の振興に資するため、蜜源植物の植栽面積と花粉交配の

実態を調査した。



ⅱ 畜産経営及び生産技術支援・指導並びに畜産に対する理解醸成のための事業

１ 畜産経営総合指導事業（県）                       （決算額：1,489,400円）

飼料価格が高騰する中、経営感覚に優れ、生産性の高い畜産経営体を育成するために、

関係機関、団体で畜産コンサルタント団を組織し、経営診断を行い、経営改善及び飼養技

術の向上に努めた。更に、診断後の事後指導にも力を注ぎ、畜産農家の支援を行った。

また、畜産経営情報の提供等により飼養管理技術の向上に取り組み、畜産経営の安定に

努めた。

（1） 指導体制の確立

指導検討会等の開催

区 分 開催回数 構成員数 構成機関 調査・研究・検討内容

生産経営

指導検討会

回

2

人

28

県・関係

機関

・経営診断実施計画等について

・事業実績のとりまとめ

（2） 生産経営技術指導

ア 個別指導

区  分
酪 農

（件）

肉用牛

（件）

養 豚

（件）

繁 殖

（件）

養 鶏

（件）

計

（件）

生産・経営技術改善指導 31 16 1 1 1 50

イ 研修会等の開催

  新型コロナウイルスの関係で、今年度は開催なし。

（3） 生産経営技術情報提供

区  分 事 業 内 容 部数 配 布 先

実施事例収録 診断事例集録 130部
県、関係団体、

市町村、農協

２ 畜産経営技術指導推進事業（県）             （決算額：9,542,000円）

本協会の経営技術に関する知識を活用して、県が実施する畜産経営技術向上のための対

策と連携を図りつつ、畜産コンサルタントを設置し、経営技術指導を実施した。



３ 畜産振興補助事業（地方競馬全国協会）             （決算額：9,391,000 円）

畜産経営の支援体制強化を図るため、県の指導機関で構成されるコンサルタント団とと

もに畜産農家の技術及び経営改善に積極的に取り組んだ。また、畜産振興に資する馬事普

及啓発推進体制強化のため地方競馬支援を行い、畜産物の消費拡大・ＰＲに努めた。

更には、地域畜産活性化及び安全かつ安定的な食の提供に資するため、後継者育成に努

めるとともに、県産畜産物消費拡大キャンペーンを開催し、畜産物に対する相互理解を深

めた。

また、関係団体と密接な連携のもと、情報交換、会議の開催等を実施し、県内畜産物の

ブランド化を推進した。

４ 畜産クラスター全国推進事業に係る全国実態調査（中央畜産会）

   （決算額：2,640,000円）

畜産クラスターへの取組を推進するために、酪農経営 27 戸及び肉用牛経営 6 戸を対象に

経営内容を調査し、指標作成による畜産クラスターの中心的な経営体の育成に努めた。

５ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業）に係る業務委託事

業（中央畜産会）   （決算額：2,204,810 円）

畜産クラスター協議会における畜産クラスター計画に位置づけられた中心的な経営体に

対し、収益力の強化等に必要な機械のリース導入を実施するに当たって、畜産関係団体・農

協・協議会等への事業内容の周知を図った。また事業参加要望書を取りまとめ、畜産関係団

体・農協・協議会との連絡調整を行い、畜産クラスター協議会及び中心的経営体に対して支

援を行った。

６ 畜産経営体生産性向上対策事業のうち ICT 化等機械装置等導入事業に係る業務

委託事業（中央畜産会） （決算額：542,778 円）

畜産 ICT 応援会議に参画する畜産農家が労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の高度

化に資する機械装置の導入を実施するに当たって、普及推進業務・事業推進指導・内容確認

業務等を実施し、畜産農家に対して支援を行った。



７ 酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業のうち労働負担軽減事業に係る業

務委託事業（中央畜産会）              （決算額：404,000 円）

楽酪応援会議に参画する酪農経営体に対し、労働負担軽減・省力化及び飼養管理技術の

高度化に資する機械装置導入及び機械装置と一体的な施設整備を実施するに当たって、普

及推進業務等を実施し、楽酪応援会議及び酪農経営体に対して支援を行った。

８ 畜産関係団体調整機能強化事業（中央畜産会） （決算額：1,100,000円）

生産者等からの経営、技術、制度、資金、衛生関係等各種相談に応じるため、畜産コンサ

ルタント、農場HACCP指導員等専門家を活用した畜産経営相談窓口を設置し、生産者等の支

援を行った。

９ 血統登録情報等データベース作成業務委託事業（県） （決算額：646,800円）

肉用牛ゲノミック評価検査に基づく県内黒毛和種雌牛の血統登録情報のデータベースを

作成した。

10 畜産特別資金等推進指導事業（中央畜産会）     （決算額：2,662,000 円）

畜産経営は、肥育もと牛の高騰及び配合飼料価格の高止まり等により厳しい状況にある。

これらの状況に対処するため、畜産農家に畜産特別資金の貸出し（貸付）が行われている。

貸出しに当たっては、県、関係団体等を構成員とした支援推進協議会を組織し、対象農家

の調査分析、指導並びに融資機関に対する指導、打合せを行い、地域的な諸課題の解決に努

めた。

(1)県支援推進協議会の開催

期  日 出席人数 会議名 協議内容

令和 2 年 9 月 17 日 18 畜産特別資金支援協議会

指導対象農家、

指導方針の決定

等



(2)融資機関への指導・助言

融資機関数
助言・指導回

数
指導内容

6 6
事業推進に係る助言指導、農家指導方法等に係

る助言等

(3)経営改善計画作成・見直し及び達成指導

経営改善計画作成指導戸数 指導・助言員数   指導回数 指導内容

① 改善計画作成指導戸数

（1 戸）
10 10

改善計画作成に係る指標等必要

事項等の指導

② 改善計画見直指導戸数

（7 戸）
12 18

改善計画見直しに係る指標等必

要事項の指導

③ 改善計画達成指導

（濃密指導除く。)

（9 戸）

8 13
改善計画達成に係る経営内容の

把握及び助言指導

④ 達成指導のうち濃密指導

（2 戸）
14 15

改善計画達成に係る経営内容の

把握及び助言指導（濃密指導）

(4)借入者の負債の残高等経営改善の進捗状況調査

県内畜産特別資金借受者の期末残高調査等を行った。

(5)借入者の経営改善計画の定期的な実績点検及び調査

実績点検区分
実績点検数 実績点検の主な内容

（上期・年間）

上  期 4 前年計画との比較検討

年  間 4 当年計画との比較検討

11 貸付事業指導等事業（畜産近代化リース協会）       （決算額：320,000円）

飼料の生産利用、家畜家きんの飼養管理、家畜畜産物の流通、その他の畜産振興のため

に、（公財）畜産近代化リース協会より生産農家へ貸し付けされた器具・機械の貸付確認

及び適正な利用管理状況について、確認するとともに技術及び経営指導を5件実施した。



12 畜産に関する表彰並びに褒賞の授与

各地区の共進会等に出席して審査並びに褒賞の授与を行った。

№ 共   進   会   名 開催年月日 開  催  場  所

1 令和2年度第1回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和2年 4月16日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

2 令和2年度第2回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和2年 7月20日 福岡市中央卸売市場食肉市場

3 第10回ちく和会和牛共進会 令和2年 7月29日 筑後農林事務所管内

4 第63回福岡県民体育大会兼第59回福岡県馬術選手権大会 令和2年10月18日 福岡県馬術競技場

5 第47回筑穂牛枝肉共進会 令和2年11月20日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

6 令和2年度福岡県畜産農業協同組合枝肉共進会 令和2年11月30日 福岡市中央卸売市場食肉市場

7 令和2年度第3回福岡県肉用牛生産者の会枝肉共励会 令和2年12月 3日 ＪＡ全農ミートフーズ（株）九州営業本部

8 第52回九州産肉牛枝肉共進会 令和2年12月 7日 福岡市中央卸売市場食肉市場

9 第49回西日本地区豚枝肉共進会 令和2年12月10日 福岡市中央卸売市場食肉市場



ⅲ 国民生活の安全・安心に資する家畜衛生対策等の推進に関する事業

１ 家畜生産農場衛生対策事業（国）           （決算額：3,069,294円）

生産農場における疾病の清浄化及び発生予防のため、ヨーネ病、BVD対策及び予防接種

による吸血昆虫媒介疾病等の発生予防・流行防止に取り組んだ。

（1）疾病清浄化支援対策

ア ヨーネ病及びBVD（牛ウイルス性下痢）対策

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

防疫推進計画検討会

令和2年7月17日
福 岡 県 自

治会館
15名

令和元年度事業報告及び令和2

年度事業説明･推進

令和3年1月27日
福 岡 県 自

治会館
12名

令和3年度防疫推進計画の説

明・協議

イ 自主とう汰に対する支援：該当なし

（2）疾病流行防止支援対策

ア 予防接種推進・計画策定会議

会 議 名 開催年月日 開催場所
参加

人数
主 な 内 容

予防接種推進・

計画策定会議

令和2年8月5日
福 岡 県 自

治会館
12名

令和元年度事業報告及び令和2年

度事業説明･推進

令和3年1月27日
福 岡 県 自

治会館
12名

令和3年度予防接種計画の説明・

協議

イ アカバネ病、チュウザン病、アイノウイルス感染症の予防接種の実績は、Ｐ26 の令

和 2 年度予防接種実施状況のとおり。

２ 安全安心な畜産物の生産支援対策事業（県）         （決算額：4,365,950円）

ワクチン接種に係る経費助成による農家負担の軽減及びワクチン接種を目的とした指定

獣医師の往診活動に対する助成を行うことにより、効果的な予防接種の推進による家畜の

疾病発生の減少を図り、もって安全・安心な畜産物の生産支援を行った。



（1）事業推進会議（県域）

会 議 名 開催年月日 開催場所 参加人数 主  な  内  容

事業推進会

議（県域）

令和2年7月17日
福岡県自

治会館
15名

令和元年度事業実績報告

令和2年度事業計画の説明･推進

令和3年1月27日
福岡県自

治会館
12名

令和2年度事業遂行状況の説明･

推進・協議

（2）予防接種促進事業（県費補助）

ア 県費補助対象頭数（牛5種・6種混合ワクチン：157円/頭）   6,944頭

          （炭疽ワクチン：42円/頭）       7,627頭

イ 県費補助対象往診件数（1,280円/日）          578件

ウ 蜜蜂衛生対策資材                    590個

３ 家畜自衛防疫推進事業（県）          （決算額：18,300,000円）

家畜の所有者が行う自主的な家畜伝染病予防措置を指導推進し、家畜の生産性向上を図

った。

４ 家畜伝染性疾病発生予防事業（予防接種事業）      （決算額：53,650,674円）

国庫補助事業（家畜生産農場清浄化支援対策事業）対象疾病の牛関係3、県費補助事業

対象疾病の牛関係4の他に、本協会独自に牛疾病7、豚疾病13、鶏疾病2の一般疾病予防接

種事業に取り組み、家畜伝染性疾病の発生予防に努めた。

予防接種の実績は、Ｐ26 の令和 2 年度予防接種実施状況のとおり。

５ 消費・安全対策交付金交付事業（国・県・協会）    （決算額：1,281,000円）

家畜の予防接種を円滑に実施するため、自衛防疫推進班に調査を依頼して予防接種の種

類（ワクチン名）、頭数等を把握し、指定獣医師との連携を密にして家畜防疫を実施した。

また、畜産経営農家向けに｢福岡県家畜衛生だより｣等を発行し、家畜衛生情報の広報を行

った。



（1）事業推進会議

会 議 名 開催月日 開 催 場 所 主 な 内 容

参

加

人

数

地域

推進

会議

筑後地域 令和2年8月7日 筑後農林事務所
3回  56名

令和元年度自衛防疫事業成績

2年度自衛防疫推進計画他
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筑豊地域 令和2年7月29日 飯塚総合庁舎 16

北九州地域 令和2年7月30日 八幡総合庁舎 12

獣医

師打

合せ

会議

福岡地域 令和3年 3月15日 中央家畜保健衛生所

4回   32名

2年度自衛防疫事業成績

3年度自衛防疫推進計画他

8

北部地域 令和3年 3月18日 北部家畜保健衛生所 8

両筑地域 令和3年 3月16日 両筑家畜保健衛生所 9

筑後地域 令和3年 3月16日 筑後家畜保健衛生所 7

合   計       開催回数  7回  参加人員 延べ  88名               

（2）事業需要等調査                                  

調査年月
予防接種計画票作成調査

自衛防疫推進班：対象農家）
主な調査内容 調査人員 取りまとめ人員

令和2年 4月～

  令和3年 3月

21班

（559戸）

ワクチン接種

調査・指導等

4名

（延べ）

36名

（延べ）

（3）広報誌発行

資 料 名 対 象 発行 部数 主 な 内 容 等 備 考

広報誌

｢福岡県家畜

衛生だより」

畜産農家

関係機関

関係団体等

2. 9 1,000

・家畜伝染病予防法の一部改正の概要及び家畜の伝

染性疾病の名称変更について

・飼養衛生管理基準の改正について

・特定家畜伝染病防疫指針（特に CSF、ASF）の変

更について

・動物検疫所における水際防疫について

・豚熱及びアフリカ豚熱の発生状況    など

119号
18頁

3. 3 1,000

・県内初となった高病原性鳥インフルエンザの防疫

対応について

・今シーズンの HPAIの発生状況

・死亡獣畜の適正処理について

・畜産現場の消毒方法について      など

120号
14頁



訪問者記録

簿
全飼養農家 2.12 500

・飼養衛生管理基準が改正されたことから、畜産農

家への周知のため作成し配布した。

A4版

2色刷

「ふくおか

一斉消毒の

日」ステッ

カー

全飼養農家 2.12 800
HPAIまん延防止と他の特定家畜伝染病の侵入防止の

ため、ステッカーを作成・配布し、消毒徹底の注意

喚起を図った。

A4版

2色刷

６ 牛疾病検査円滑化推進対策事業（国）           （決算額：4,354,252円）

我が国のＢＳＥの早期根絶と生産者や消費者の安心・信頼を回復するため、死亡牛の円

滑・適正な検査処理体制を確立し、良好な家畜衛生及び環境づくりに取り組んだ。

（1）死亡牛検査処理安定化対策                            （決算額：3,200,500円）

死亡牛の円滑、適正な検査と処理を推進するため、県内で死亡した牛の所有者に対し、

輸送経費と処理経費の助成を行った。

  ○死亡牛検査処理安定化対策実績

区 分 計  画 実  績 区 分 計 画 実 績

支払対象農家(戸) － 延べ 262 輸送促進費(円)

（輸送促進頭数）

713,000

(279)

493,000

(197)死亡牛補助対象

(頭数)

48か月齢以上
460 362 処理促進費(円)

3,450,000

(460)

2,707,500

(361)

合 計 4,163,000 3,200,500

〇補助単価（円）

区分

輸送補助単価（上限）

化製処理等補助単価（上限）農場から

県内化製場

農場から

県内一時保管施設

大 3,000 2,000 7,500

（注） 大：48か月齢以上の死亡牛



（2）事業推進対策                       （決算額：1,153,752円）

県、畜産団体、生産者、化成業者等からなる協議会を設置し、死亡牛の収集、輸送、処

理、検査の円滑な実施のため協議を行い、生産者、関係団体等に周知徹底を図り、事業推

進に努めた。

○地域推進協議会等の開催

開催年月日 場   所 会 議 内 容 出席人数

令和2年8月7日 筑後農林事務所 事業の趣旨及び 2 年度計画の推進、死亡

牛の適正な検査・処理等の現状、牛飼養

者への指導事項と資料の配付など
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令和2年7月29日 飯塚総合庁舎 16

令和2年7月30日 八幡総合庁舎 12

令和3年2月17日 書面開催 県域協議会、実績報告と計画協議、協力依頼 －

開催回数  合計  4回       出席人数延べ56名

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。

７ 家畜防疫互助基金支援事業（農畜産業振興機構・中央畜産会）

（決算額：675,060 円）

口蹄疫、豚熱等「海外悪性家畜伝染病」が発生した場合の生産者の損失軽減のため、生産

者自らが積み立てを行い、焼却・埋却、経営支援を互助補償する仕組みに、国が支援を行う

事業に対しその趣旨・内容の周知を図り、加入促進に努めた。

（注）平成 27 年度～29 年度の 3 か年事業として実施された本事業については、平成 30 年

度～令和 2 年度の 3 か年事業として引き続き実施した。

（1）家畜防疫互助等推進事業

ア 推進会議（県域）の開催

開催年月日 開催場所 出席人数 会 議 内 容

令和2年7月17日 福岡県自治会館 15名

事業概要

令和元年度事業成績及び令和2年度事

業計画

今後の事業推進方法



イ 地域推進会議等の開催

開催年月日 場   所 出席人数 会 議 内 容

令和2年8月7日 筑後農林事務所 28 地域協議会及び 2 年度事業推進

令和2年7月29日 飯塚総合庁舎 16 〃

令和2年7月30日 八幡総合庁舎 12 〃

合 計 56

※ 会議は、他事業の地域推進会議等と同時開催した。

（2）家畜防疫互助事業・加入契約状況

区 分 家畜の種類

契

約

戸

数

契 約

頭 数

生産者

積立金（円）
加入率

養豚

（企業型）

繁殖用種豚（雌）

繁殖用種豚（雄）

肥育豚

（家族型）

繁殖用種豚（雌）

繁殖用種豚（雄）

肥育豚

22

6

5,880

212

63,396

345

23

3,700

※3

2,940,000

106,000

8,875,440

154,800

5,160

417,000

28/46（戸）※2

60．9％

73,556/83,391

（頭）※2

   88.2％

豚    計 28 73,556 12,498,400

乳牛

・

肉牛

乳牛（2歳以上）

乳牛（2歳未満）

肉専用種繁殖雌牛（2歳以

上）

肉専用種繁殖雌牛（2歳未

満）及び肉専用種肥育牛

肉専用種と乳用種の交雑種肥

育牛

乳用種肥育牛

9,306

3,663

2,376

10,224

5,663

3,267

2,186,910

347,985

534,600

1,124,640

594,615

310,365

299/357（戸）※2

83.8％

34,499/34,275

（頭）※2

   100.7％

牛  合  計 337 34,499 5,099,115

総    計 365 108,055 17,597,515

※1  加入率の欄の牛加入戸数については、契約戸数に乳肉複合経営38戸を減算して299戸とした。

※2 加入率計算の戸数、頭数の分母は、令和2年2月1日現在家畜飼養頭羽数（畜産課調べ）による。

※3 養豚の生産者積立金は、令和元年度に納付された追加生産者積立金を含む。

８ 馬飼養衛生管理特別対策事業（中央畜産会）            （決算額：535,000円）

飼養衛生管理に関する知識・技術の普及と啓発を推進するため、馬飼養者・関係者・獣

医師等からなる馬飼養衛生管理体制整備委員会を開催するとともに、馬の飼養衛生管理状

況及び飼養者の感染症に対する意識調査等の地域馬獣医療実態調査を実施した。



馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術実習については書面による開催

とした。

（1）地域馬飼養衛生管理体制整備委員会

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和2年

9月25日

福岡県

自治会館
13 名

馬防疫の一般概況について

令和元年度馬飼養衛生管理特別対策事業実績について

令和 2 年度馬飼養衛生管理特別対策事業計画について

その他

（2）馬飼養衛生管理技術地方講習会及び馬飼養衛生基礎技術実習

開催年月日 場 所 参加者数 講  師 講 習 内 容

令和3年1月

県内各施設

(書面による

開催）

66施設 JRA馬事部防疫課
馬の感染症とその予防につ

いて

（3）地域馬獣医療実態調査

調 査 時 期 調 査 地 域 調査戸数 備  考

令和2年10月1日

～12月31日

福岡県内（13市1町）

乗用馬（29戸）、乗用馬以外（11戸）
40戸

回答20戸

（うちweb回答４戸）

９ 馬伝染性疾病防疫推進対策事業（中央畜産会）       （決算額:1,086,415円）

馬ワクチン接種の推進に係る検討会を開催するとともに乗用馬等に対する馬インフルエ

ンザワクチン及び馬鼻肺炎ワクチン接種の推進を図った。

（1）馬ワクチン接種等地域推進対策検討会

開催年月日 場  所 出席者数 主 な 検 討 事 項

令和2年 9月25日
福岡県

自治会館
13名

令和元年度事業実績について

令和2年度馬インフルエンザワクチン接種

推進事業実施計画について

令和2年12月 書面開催 15 名
令和2年度馬インフルエンザワクチン接種

事業の進捗状況について



（2）乗馬等を対象に馬インフルエンザワクチン接種代の補助（1,850円/頭）及び馬鼻肺炎

ワクチン接種代の補助（12,000円/頭）を行った。

馬インフルエンザ接種頭数：197頭、馬鼻肺炎ワクチン接種頭数：4頭

10 家畜防疫・衛生指導対策事業（中央畜産会）       (決算額：4,137,424円)

家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ効率的なものとするため、地域におけ

る重要な家畜伝染病を対象とした防疫演習を推進すること、並びに家畜畜産物の安全性を

確保するうえで重要な農場HACCP認証に必要な取組を推進することを目的に事業を行った。

１ 地域自衛防疫推進事業

(1) 地域自衛防疫体制推進会議

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和2年7月17日
福岡県

自治会館
15名

令和元年度事業実績について

令和2年度事業計画について

令和3年1月27日
福岡県

自治会館
12名

地域自衛防疫活動推進について

令和2年度福岡県における自衛防疫体制について

(2) 地域自衛防疫活動推進（防疫演習開催状況）

開催年月日 場 所 参加者数 防 疫 演 習 内 容

令和2年12月 9日 筑後市 49名 令和2年度筑後地域特定家畜伝染病防疫演習

令和2年10月 9日 福岡市 41名 令和2年度特定家畜伝染病現地対策本部防疫演習

令和2年10月14日 築上町 154名 令和2年度福岡県高病原性鳥インフルエンザ防疫演習

令和3年 1月26日 久留米市 31名 令和2年度両筑地域特定家畜伝染病HPAI防疫演習

２ 地域農場HACCP認証支援事業

（1）普及推進協議会

開催年月日 場 所 出席者数 主 な 協 議 事 項

令和2年 9月18日
福岡県

自治会館
21名

令和2年度事業概要について

県内の農場HACCP取組状況

講演「効果的な農場HACCPの構築指導とは」

(株)ポップアップクリエイト酒井淳一先生

その他



（2）農場HACCP構築指導

肉用牛農場1戸、採卵鶏農場2戸、肉用鶏農場1戸に対し農場HACCP推進会議を開催し、そ

の中で肉用牛農場1戸には、HACCPシステム構築にかかる助言指導、認証を取得した肉用鶏

農場1戸、採卵鶏農場2戸に対しては、内部検証等のフォローアップを実施した。

11 ASF侵入防止緊急支援事業・ふくおかの畜産競争力強化対策事業のうち家畜伝染

病対策（農畜産業振興機構・県） （決算額：機構42,562,697円、県16,712,000円）

ASFの予防及びまん延防止のため、県下の養豚場に野生動物侵入防止用の柵を整備し、本

病が我が国に侵入した場合であっても、農場への侵入を防止できる体制の構築支援を行っ

た。事業推進を図った結果、野生動物侵入防止防護柵整備事業として、5取組主体傘下の29

養豚場が取り組んだ。



（参考） 令和２年度予防接種実施状況（家畜伝染性疾病発生予防事業）

北九州 筑豊 計

アカバネ病　　（生） 0 0 0 2 2 0 0 2 2 0.0%

牛異常産３混（アカバネ・チュウザン・アイノ）　（不） 5,000 203 5 574 579 2,093 85 2,960 2,960 59.2%

牛異常産４混（アカバネ・チュウザン・アイノ・ピートン）　（不） 7,000 1,982 584 667 1,251 4,918 2,526 10,677 10,677 152.5%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ／ＰＩ／ＲＳ／Ａd)　(生) 2,000 372 5 482 487 247 344 1,450 1,450 72.5%

５種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ）（不） 6,000 148 5 1,691 1,696 1,496 1,365 4,705 4,705 78.4%

６種混合（ＩＢＲ／ＢＶＤ２価／ＰＩ／ＲＳ／Ａｄ）（生／不） 300 0 0 0 0 791 0 791 791 263.7%

炭疽　（生） 10,000 1,774 492 453 945 3,842 1,066 7,627 7,627 76.3%

牛流行熱　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

イバラキ病　　（生） 100 41 0 158 158 21 2 222 222 222.0%

牛流行熱・イバラキ　　（不） 3,000 60 0 70 70 2,570 0 2,700 2,700 90.0%

牛 伝染性鼻気管炎（ＩＢＲ）　（生） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

クロストリジウム3種混合　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

クロストリジウム5種混合　（不） 150 149 0 0 0 0 0 149 149 99.3%

牛大腸菌性下痢症（イモコリボブ）　（不） 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛下痢５混（ロタ３価／コロナ／大腸菌）（不） 1,500 1,399 0 0 0 729 2 2,130 2,130 142.0%

牛コロナウイルス感染症　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

牛ヘモフイルス・ソムナス感染症　（不） 400 422 0 35 35 46 63 566 566 141.5%

豚 伝染性胃腸炎（ＴＧＥ）　（生） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚流行性下痢（ＰＥＤ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚(ＴＧＥ･ＰＥＤ)混合 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚丹毒　（生） 2,000 1,556 0 19 19 0 0 1,575 1,575 78.8%

豚丹毒　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚丹・ARBP混合(母)　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚丹・ARBP混合(子)　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚インフルエンザ・豚丹毒 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎　(生) 10 10 0 3 3 0 0 13 13 130.0%

豚脳炎（TC不） 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚脳炎・パルボ混合　（生） 1,000 570 0 0 0 85 0 655 655 65.5%

豚パルボウイルス感染症　(生) 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚パルボウイルス感染症　(不) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚萎縮性鼻炎AR-C(成豚)　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚萎縮性鼻炎ARｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ　（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚萎縮性鼻炎／パスツレラ混合ＡＲT2(母)（不） 150 0 0 0 0 169 0 169 169 112.7%

豚萎縮性鼻炎／パスツレラ混合AR-BP2（不） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

豚PRRS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%

ＮＤワクチン　　ＭＥＴ９５・ノビリス　（生） 90 16 7 11 18 44 5 83 83 92.2%

ND+ＩB　（生） 10 1 0 3 3 0 5 9 9 90.0%

事業 予防接種名

県
費
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60

20



ⅳ その他

１ 書籍販売事業                                      （決算額：13,116円）

畜産に関する知識、技術の普及及び情報を提供するため、畜産経営体、指導者に中央畜

産会が作成、販売する畜産専門書「畜産コンサルタント誌」を斡旋販売した。

   

２ 和牛登録事業                              (決算額：16,699,465 円）

公益社団法人全国和牛登録協会の委託を受け、和牛の登録・育種改良に資するため、登

記・登録及び移動・検査等を行った。

区        分 件 数

年度会費 175

子牛登記 2,794

再交付・書換 17

基本登録（雌） 459

移動 191

遺伝子型検査 635

遺伝子型検査（再交付） 13



事業報告書 付属明細書

付属明細書に記載する事項は特にありません。
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   

     

    

   

   

     

    

   

   

     

    

   

   

     

    

         

   

   

     

    

   

   

     

    

   

   

     

    

   

   

     

    

        

         

   

  

     

    

  

  

     

    



 

 

  

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

  

 

  

 

  

  

 

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

  



 

 

 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  



    

   

    

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

   

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    

     

    

   

    
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 
  

  
 
 
  

  
  
  
 
 
  
  
 
 

  
  
  
  
  
  



  
  
  
  
  
  
 
  
 
  
 
  
  
  
  
  
  
  
 

  
  
  

  

  
  
  
  
  
  

  
  
  
  

 
  
  
 
  
  

  
  
 
 
 

 
  
 

  
  

 
 

  
  

 
 

  
 

  
 



       

     

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       





第２号議案

役員の補選に関する件

    下記のとおり承認を求めます。

記

    退 任 理 事    新 任 理 事

理  事 山 門 裕 史 理  事 西 川 雅 隆

    退 任 監 事    新 任 監 事

監  事 南 誠一郎 監  事 田 熊 淳


